
木曽川水系

■流域年平均降水量約2,500mmであり、全国平均
約1,700mmの約1.5倍である。

■中京圏の産業・人口・資産が集積する濃尾平野
を貫流する。

■下流部は、我が国最大のゼロメートル地帯であ
り広域地盤沈下と相まって洪水、高潮及び地震に
よる津波の災害ポテンシャルが高い

・流域面積：9,100㎞ 2

（集水面積）

・幹川流路延長：木曽川 229km
長良川 166km
揖斐川 121km

・流域内人口：約190万人

・流域内市町村：岐阜市、大垣市等 27市24町4村

・想定氾濫区域面積 ： 約 1,206 km 2

・想定氾濫区域内人口 ： 約 260 万人

・想定氾濫区域内資産額 : 約 38 兆円
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流域及び氾濫域の概要
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土地利用

主要な産業

・流域の土地利用は、林地等が80%、

水田が8%、畑地が3%、都市集落が

7%、開放水面が2%となっている。

林地等 80%

開放水面
2%

畑地3%

都市集落
7%

水田
8%

出典：第５回自然環境保全基礎調査植生図
（平成11年）をもとに作成

一人あたりの製造品出荷額の比較
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流域図

流域及び氾濫区域の諸元

特徴と課題

・輸送用機械などの製造業が盛ん。

・水供給地域である中部地方は、一

人あたりの製造品出荷額において、

関東地方及び関西地方を上回る。

出典：経済産業省「工業統計」(2006年）をもとに作成

出典：県民経済計算年報（平成17年版）、内閣府をもとに作成

木曽川水系
水供給エリア
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:主要企業の本社

:主要企業の工場

:自治体役所、土木事務所

:ゼロメートル地帯

（塑望平均満潮位

:年間沈下量1cm以上の

:沈下域（H16渇水年）

:伊勢湾台風（S34.9）による

湛水被害地域

●
○
■

T.P.+1.2m

木曽川 5,275km2

長良川 1,985km2

揖斐川 1,840km2

木曽川 約57万人
長良川 約86万人
揖斐川 約47万人

・下流部は我が国最大のゼロメート ル地帯であり、地下
水のくみ上げ等から地盤沈下が顕在化した。現在では、
地下水の揚水規制により収束化傾向である。

・幹川の平均河床勾配は、天竜川、 信濃川より急勾配で
あり、木曽三川では揖斐川が急勾配である。

・破堤すると被害が甚大になる。

・流域年平均降水量約2,500mmであり、
全国平均約1,700mmの約1.5倍であ
る。

・長良川、揖斐川の源流域、及び木

曽川の御岳山周辺は、流域年平均

降水量約3,000mmを超える多雨地帯。



木曽川水系

御囲堤
（江戸初期）

江戸時代の改修
（御囲堤）

凡例

宝歴治水による
締切堤

明治改修による
堤防

治水の歴史

●輪中等による水害対策
・濃尾平野では、木曽三川が網の目状に流下し、水害が多発。輪中や敷
地を盛土した水屋などの水害対策を行ってきた。

●御囲堤の整備
・江戸時代初期、木曽川左岸に御囲堤（犬山市から弥富町までの約
47km）を築造し、尾張国を水害から守ってきた。

■御囲堤築造以後、美濃側は以前にも増して水害を受け、被害が深刻化。

●三川の分流
・揖斐川、長良川の順に洪水位が増大し、高い水位に木曽川の洪水が合
流する等により、氾濫が頻発していることから三川の分流を目的として
「宝暦治水」を実施。

・大榑(おおぐれ)川洗堰、逆川洗堰締切、油島締切の3つの工事を中心に
実施。(宝暦5年（1755年）竣工)

・ ヨハネス・デ・レーケ を迎え、三川分流を基本と
した木曽川下流改修計画が明治20年に策定され、
明治45年に完成。

・主要な目的は、
①木曽三川を分流する

・大榑川洗堰、中村川、中州川の締切り
・油島洗堰の締切り

②堤内地の排水（内水）改良
・佐屋川、筏川の締切り
・木曽川、揖斐川河口部に導流堤を設置

③舟運の便の改善
・水制を設置
・船頭平に閘門を設置

・明治29年の大出水を契機に、大正10年に木曽川上流
改修計画を策定。三川の計画高水流量を改訂。

・上流区間は、河道の拡幅、護岸工事、下流区間は堤
防の補強を行った。

総体計画から工事実施基本計画

・ 改修総体計画（昭和28年）を策定し、ダムによ
る洪水調節を導入、その後昭和34年9月洪水等を
契機に昭和38年に計画改訂。

・「河川法」 改正（昭和40年）にともない、 木曽
川水系工事実施基本計画を策定し、昭和44年に
改訂。

江戸時代初期までの改修（～1600年頃）

大正時代～昭和初期の治水事業

江戸時代の治水事業

明治時代の治水事業■中世以前は、濃尾平野を網目状に乱流する自然河川で、流路が安定しない河川であった。
■たびたび水害に脅かされてきたため、輪中や水屋など地域特有の水害対策が行われ、江戸時代より御囲堤等の連続堤の

築造、流路の安定しない三川を分流する抜本的な改修を行ってきた。
■宝暦治水による油島締切等の改修、明治改修による三川分流、大正～昭和初期の上流改修等が行われ、現在の河川の姿が

形成された。

輪中と御囲堤
根尾川（薮川）合流
～牧田側合流3,400

4,5009,700昭和11年木曽川下流増補計画

↓↓12,500
（14,000）昭和24年木曽川治水調査会

牧田川合流点～
長良川合流点4,200

根尾川合流点～
牧田川合流点

牧田川合流点～
長良川合流点

3,900
(6,300)↓12,500

(16,000)昭和44年工事実施基本計画改訂

↓↓↓昭和40年工事実施基本計画

3,850
(4,800)

7,500
(8,000)↓昭和38年度以降改修総体計画

2,850
(3,350)↓↓昭和28年度以降改修総体計画

3,4004,500↓昭和28年度以前

3,3404,4509,738大正改修

4,1704,170※7,350明治改修

揖斐川
(万石)

長良川
(忠節)

木曽川
(犬山)

大榑川洗堰

木曽川の氾濫
から尾張を守
るために整備

尾張

大榑川流頭部に洗堰を整
備し、長良川からの流入
を制限

(m3/s）各計画の計画高水流量

宝暦治水

逆川締切

逆川流頭部の洗堰を締切
り、木曽川からの流入を
遮断

長良川（旧木曽川）、揖
斐川の合流点を締切り両
川を分流

油島締切

※長良川下流部
江戸時代～明治改修図



木曽川水系主な洪水と治水対策の変遷
■明治17年の大洪水を契機として、明治20年に木曽川下流改修計画が策定され、その後の大出水を契機に、大正10年、昭和11年、昭和28年、昭和38年に改修計画を策定。
■昭和40年に既定計画を踏襲した工事実施基本計画を策定。その後、木曽川及び揖斐川について、近年の出水状況及び流域の開発状況にかんがみ、昭和44年に工事実施基本計画

を改訂。（基本高水ピーク流量：木曽川 16,000m3/s、長良川8,000m3/s 、揖斐川6,300m3/s）
■昭和58年9月木曽川、平成16年10月長良川で計画を上回る洪水が発生。

明
治
～
大
正

昭
和

木曽川 長良川 揖斐川

明治17年7月洪水（低気圧）
流量：約18,000m3/s～約21,000m3/s
（犬山地点、痕跡水位より推定）
死者：8名、浸水戸数：1,293戸
（愛知県、岐阜県、三重県）

明治20年 木曽川下流改修計画＜明治改修＞
計画高水流量：7,350m3/s 計画高水流量：4,170m3/s 計画高水流量：4,170m3/s

明治24年10月地震（濃尾大地震） マグニチュード：8.0、死者・行方不明：7,273名

明治29年7月洪水（低気圧）
観測流量：11,000m3/s（犬山地点）
死者：49名、浸水戸数：16,203戸 （愛知県、岐阜県、三重県）

昭和11年 木曽三川下流改修増補計画
計画高水流量：9,700m3/s 計画高水流量：4,500m3/s 計画高水流量：3,400m3/s

昭和13年7月洪水（梅雨前線）
観測流量：12,390m3/s（犬山地点）
死者・行方不明：4名（岐阜県）
浸水戸数：3,815戸（岐阜県）

昭和19年12月地震（東南海地震） マグニチュード：7.9（津波あり）、死者：1,251名
昭和20年 1月地震（三河地震） マグニチュード：6.8、 死者：2,306名
昭和21年12月地震（南海地震） マグニチュード：8.0（津波あり）、死者：1,330名、行方不明：113名
昭和23年 6月地震（福井地震） マグニチュード：7.1、 死者：3,728名

昭和27年6月洪水（ﾀﾞｲﾅ台風）
観測流量：3,994m3/s（忠節地点）
死者・行方不明：1名
浸水戸数：1,154戸（長良川流域）

昭和28年 昭和28年度以降改修総体計画
基本高水のﾋﾟｰｸ流量：14,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：3,350m3/s
計画高水流量：12,500m3/s 計画高水流量：4,500m3/s 計画高水流量：2,850m3/s

昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）
観測流量：6,830m3/s（犬山地点） 観測流量：5,560m3/s（忠節地点） 観測流量：4,540m3/s（万石地点）

死者・行方不明：4,645名（愛知県、岐阜県、三重県）
浸水戸数：7,900戸（長良川流域） 浸水戸数：15,000戸（揖斐川流域）

昭
和

木曽川 長良川 揖斐川

明治29年9月洪水（低気圧）
死者：158名、浸水戸数：25,155戸（愛知県、岐阜県、三重県）

大正10年 木曽川上流改修計画＜大正改修＞
計画高水流量：9,738m3/s 計画高水流量：4,450m3/s 計画高水流量：約3,340m3/s 

昭和31年 丸山ダム完成

昭和34年 伊勢湾等高潮対策工事（～昭和38年）

昭和35年8月洪水（台風11号,12号）
観測流量：6,713m3/s（忠節地点） 観測流量：4,096m3/s（万石地点）
死者：8名、浸水戸数：12,076戸 （愛知県、岐阜県、三重県）

昭和36年9月洪水
(第二室戸台風)
観測流量：4,491m3/s（万石地点）
死者・行方不明：7名（岐阜県）
浸水戸数：3,200戸（揖斐川流域）

昭和38年 昭和38年度以降改修総体計画
基本高水のﾋﾟｰｸ流量：14,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：8,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：4,800m3/s
計画高水流量：12,500m3/s 計画高水流量：7,500m3/s 計画高水流量：3,850m3/s

昭和39年 横山ダム完成

昭和40年4月 工事実施基本計画
基本高水のﾋﾟｰｸ流量：14,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：8,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：4,800m3/s
計画高水流量：12,500m3/s 計画高水流量：7,500m3/s 計画高水流量：3,850m3/s

昭和44年3月 工事実施基本計画改訂
基本高水のﾋﾟｰｸ流量：16,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：8,000m3/s 基本高水のﾋﾟｰｸ流量：6,300m3/s
計画高水流量：12,500m3/s 計画高水流量：7,500m3/s 計画高水流量：3,900m3/s

昭和51年 岩屋ダム完成 昭和51年9月洪水（前線）
観測流量：約6,368m3/s（忠節地点） 観測流量：3,826m3/s（万石地点）

死者・行方不明：5名（岐阜県）
浸水戸数：59,500戸（長良川流域） 浸水戸数：18,286戸（揖斐川流域）

昭和58年9月洪水（台風10号）
観測流量：14,099m3/s（犬山地点）
死者・行方不明：4名（木曽川流域）
浸水戸数：4,588戸（木曽川流域）

昭和58年9月災害に対する激甚
災害対策特別緊急事業

平成3年 阿木川ダム完成

平成7年 長良川河口堰完成

平成15年河川災害復旧等関連
緊急事業平成16年10月洪水(台風23号)

観測流量：7,667m3/s（忠節地点）
浸水戸数：586戸（長良川流域）

平成20年 徳山ダム完成予定

平成8年 味噌川ダム完成

昭和28年9月洪水（台風28号）
観測流量：3,020m3/s （万石地点）
死者・行方不明：122名
（愛知県、三重県）

昭和36年6月洪水（梅雨前線）
観測流量：10,870m3/s （犬山地点） 観測流量：6,268m3/s（忠節地点） 観測流量：3,130m3/s（万石地点）

死者・行方不明：34名（愛知県・岐阜県・三重県）
浸水戸数：456戸（木曽川流域） 浸水戸数：29,200戸（長良川流域） 浸水戸数：13,366戸（揖斐川流域）

昭和49年7月洪水（集中豪雨）
観測流量：2,544m3/s（万石地点）
浸水戸数：4,200戸（桑名市）内水被害

昭和50年8月洪水（台風6号）
観測流量：4,195m3/s（万石地点）
浸水戸数：215戸（揖斐川流域）

平成14年7月洪水（台風6号）
観測流量：4,180m3/s （万石地点）
浸水戸数：738戸（揖斐川流域）

昭和34年8月洪水（台風7号）
観測流量：3,774m3/s （万石地点）
死者・行方不明：11名
（岐阜県、三重県）
浸水戸数：8,400戸

昭和51年 昭和49年7月災害に対する激甚災害対策特別緊急事業
昭和51年9月災害に対する激甚災害対策特別緊急事業

平
成

※流量、浸水戸数について一部小委員会資料より訂正



木曽川水系主な洪水の被害状況

昭和58年9月洪水
（美濃加茂市街の浸水状況）

平成14年7月洪水
（揖斐川万石地点の出水状況）

■木曽三川は、上流部は閉鎖型の氾濫域で中下流で拡散型の氾濫域となっており、古くから洪水被害が頻発している。
■このため、中流部の破堤氾濫により、洪水流が拡散し、尾張まで洪水被害が及ぶことから木曽川左岸は、古くから御囲堤が整備された。
■下流部はゼロメートル地帯が広がっており、高潮による甚大な被害が発生、揖斐川下流部においては右岸後背地の地盤が高いため、下流部の氾濫域は比較的小さい。
■支川においては、溢水氾濫や内水氾濫が発生している。

10月20日23時頃10月20日23時頃10月20日23時頃

平成16年10月洪水状況
（長良橋上流の出水状況）

愛知県

昭和58年 9月 浸水区域

平成16年10月 浸水区域

平成14年 7月 浸水区域

大臣管理区間

浸水区域（明治29年7月、9月）

明治29年9月浸水区域

明治29年7月浸水区域

大臣管理区間

三重県

昭和34年9月

伊勢湾台風浸水区域

大臣管理区間

三重県

■中流部の破堤氾濫により洪水流が拡散。
■木曽川左岸は、古くから連続堤（御囲
堤）が整備され、明治29年7月・9月洪水
では氾濫していない。

明治29年7月洪水（安八郡横曽根付近）

 

明治29年9月洪水（大垣市内の浸水状況）

明治時代頃

■昭和27年6月、長良川で破堤氾濫が発生。
■昭和34年8月洪水では、牧田川右岸の根古地
地先において、破堤氾濫が発生。

■長良川右岸の破堤氾濫（昭和51年9月洪水等）
では、輪之内町、海津町において、かつての輪中

堤により氾濫の拡大が防がれた。
■揖斐川下流部の右岸後背地の地盤が高いた

め、下流部の氾濫域が比較的小さい。

揖
斐
川

長
良
川

福束輪中

安八町

牧輪中

昭和51年9月洪水
（長良川右岸浸水状況）

昭和34年8月洪水
（牧田川右岸浸水状況）

昭和初期～中期頃

■昭和58年9月洪水では、木曽川上流部の美濃

加茂市、坂祝町で氾濫し、大きな被害が発生。
■平成14年7月洪水では、揖斐川万石基準点で

計画高水位を超過。
■平成16年10月洪水では、長良川忠節基準地点
で既往最高水位を観測。上流部で溢水氾濫が
発生。

■上流部や支川においては、溢水氾濫や内水
氾濫が発生。

■上流部は閉鎖型の氾濫で、氾濫域は比較的
小さい。

昭和後期頃～近年

■昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）では、洪水
と高潮の複合氾濫が発生し、ゼロメートル
地帯を中心に甚大な被害が発生。

■昭和34年8月洪水で破堤した牧田川右岸の根
古地地先で再び破堤氾濫が発生。

昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）

（旧長島町（現桑名市）の浸水状況）

伊勢湾台風
浸水区域（昭和34年9月伊勢湾台風）

浸水区域（近年の主な洪水）

岐阜県

昭和27年6月 浸水区域

昭和51年9月 浸水区域

昭和34年8月 浸水区域

大臣管理区間

S27.6 破堤箇所

S34.8 破堤箇所

S51.9 破堤箇所

愛知県

浸水区域（昭和27年6月,昭和34年8月,昭和51年9月）

昭和27年6月 浸水区域

※その他上流部で破堤氾濫



木曽川水系

木曽川 長良川 揖斐川

既往最大

(1/85)

基準地点 犬山 忠節 万石

計画降雨量

（mm/2日）

基本高水流量 8,000

（m3/s) （Ｓ35.8 降雨）

計画高水流量

（m3/s)
12,500 7,500 3,900

275 － 395

計画規模 1/100 1/100

16,000 6,300
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徳山ダム
（建設中）
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水系図

名古屋市

新丸山ダム（建設中）

※既設ダム及び建設中ダム

■■

■

杭瀬川
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水系図

名古屋市

新丸山ダム（建設中）

※既設ダム及び建設中ダム

■■

■

杭瀬川

木曽川水系工事実施基本計画について

■流域特性を踏まえた水系一貫の治水計画
・明治の三川分流に代表されるこれまでの治水事業の経緯を引き継いだ河道改修とともに、洪水調節施設による調節を加え、計画規模の洪水 を安全に流下させるこ
とを基本とする源流から河口までの水系一貫の治水計画。

■計画規模
・木曽川・揖斐川は、計画規模を確率1/100と設定（木曽川基準地点：犬山，揖斐川基準地点：万石）。
・長良川は、計画規模を既往最大（約1/85）と設定（基準地点：忠節）。

■主要な治水事業に関する基本方針
・木曽川においては、既設岩屋ダムに加え、阿木川ダム、味噌川ダム、新丸山ダム等の上流ダム群を、長良川においては上流ダムを、揖斐川 においては既設横山ダ
ムのほか徳山ダム等の上流ダム群をそれぞれ建設。
・長良川においては、洪水疎通能力の増大を図るとともに、塩水遡上による塩害防止を目的とした長良川河口堰を建設。

昭和44年 木曽川水系工事実施基本計画の概要

木曽川、揖斐川の上流域及び長良川河口域には、治水目的
を有する多目的ダム、河口堰を整備
木曽川：建設中の新丸山ダムまでで洪水調節流量

3,500m3/sに対し、2,500m3/sの洪水調節が可能
揖斐川：建設中の徳山ダムの完成により洪水調節流量

2,400m3/s全ての洪水調節が可能

・木曽川では、築堤、高潮堤防補強等を実施。
・長良川では、引堤、長良川河口堰の建設、河道掘削

等を実施。
・揖斐川では、築堤、河道掘削、高潮堤防補強等を実

施。牧田川・杭瀬川の引堤、杭瀬川の河道掘削を実
施。

洪水調節施設等の整備状況 河道の整備状況

杭瀬川杭瀬川

完成堤防

暫定堤防
不必要区間

凡 例

河川名 長良川

ダム名 岩屋ダム 阿木川ダム 味噌川ダム 新丸山ダム 横山ダム 徳山ダム 長良川河口堰

竣工年 S51 H3 H8 H28（予定） S39 H20（予定） H7

目的

洪水調節
不特定用水

かんがい用水

水道
工業用水

発電

洪水調節
不特定用水

水道
工業用水

洪水調節
不特定用水

水道

工業用水

発電

洪水調節
不特定用水

発電

洪水調節
かんがい用水

発電

洪水調節
不特定用水

水道

工業用水

発電

洪水調節
塩水溯上の防止

水道

工業用水

総貯水容量

（千m3)
173,500 48,000 61,000 146,350 43,000 660,000

木曽川 揖斐川

堤防の整備状況

昭和44年工事実施基本計画（改訂）計画高水流
量図

注）カッコ内は合流量

1,400

1,000

1,200 
(800)

2,3003,100

7,500

3,200

8,1004,9008,100 12,500

4,400

12,500

12,500

11,000 4,700

1,900(200)

3,900

2,100 
(800)

7,500

南派川

北派川

揖斐川

長良川

木曽川

犬
山

伊

自
良
川

成
戸

吉
之
丸

杭瀬川

岡
島

根
尾
川

粕
川

高

渕牧
田
川

今

尾

忠

節

万
石

海

単位：ｍ3/s

1,400

1,000

1,200 
(800)

2,3003,100

310(0)

7,500

3,200

8,1004,9008,100 12,50012,500

12,500

11,000 4,700

1,900(800)

3,900

2,100 
(800)

7,500

南派川

北派川

揖斐川

長良川

木曽川

伊

自
良
川

揖斐川

杭瀬川

根
尾
川

粕
川

高

渕牧
田
川

墨
俣

伊
勢
湾

単位： /s

成
戸

今
渡

完成堤防,
61%

整備不要,
4%暫定堤防,

 35%

不必要区間

（直轄区間）

●長良川河口堰（長良川）

●徳山ダム
（揖斐川）

●丸山ダム（木曽川）



木曽川水系

S40.9
4,913m3/s

H14.7
4,457m3/s

S50.8
4,938m3/s
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実績流量

ダム戻し流量既定計画の基本高水のピーク流量
6,300m3/s

工事実施
基本計画
S44改定

工事実施
基本計画
S40策定
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S34
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既定計画の計画降雨量
395mm/2日 工事実施

基本計画
S44改定

工事実施
基本計画
S40策定
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実績流量

ダム戻し流量

既定計画の基本高水ピーク流量
16,000m3/s

工事実施
基本計画
S40策定

工事実施
基本計画
S44改定
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S45.6.15
287mm/２日

既定計画の計画降雨量
275mm/２日 工事実施

基本計画
S40策定

工事実施
基本計画
S44改定

H16.10
8,023m3/s

S35.8
8,000m3/s
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実績流量

氾濫戻し流量

既定計画の基本高水のピーク流量
8,000m3/s

工事実施

基本計画

S44改定

工事実施

基本計画

S40策定
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331mm/2日
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雨
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（
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日
）

工事実施

基本計画

S44改定

工事実施

基本計画

S40策定

木曽川

木曽川

揖斐川 長良川
揖斐川 長良川

流域面積 想定氾濫区域内人口

木曽川

揖斐川 長良川

想定氾濫区域内資産

高水計画について（工事実施基本計画策定後の洪水の発生状況、治水安全度の設定 ）

一級河川の流域面積、想定氾濫区域内人口、想定氾濫区域内資産（河川整備基本方針策定済68水系+木曽川水系3河川）

・木曽川は、現計画規模1／100を見 直し、犬山地点で計画規模を1／200とする。
・長良川は、現計画規模の実績最大（規模1/85)を見 直し、忠節地点で計画規模を1／100とする。
・揖斐川は、現計画と同様、万石地点で計画規 模を1／100とする。

犬
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（
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年最大２日雨量・流量の経年変化

今
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）
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（
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s
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・木曽川は、既定計画策定後に、基準地点犬山において 昭和58年9月に約16,500m3/sと計画16,000m3/sを上回る洪水が発生しており、計画の見直しを検討する。
・長良川は、既定計画策定後に、基準地点忠節において 平成16年10月に約8,100m3/sと計画8,000m3/sを上回る洪水が発生しており、計画の見直しを検討する。
・揖斐川は、既定計画策定後に、基準地点万石 において計画を上回る洪水は発生していない。

■木曽川、長良川は、既定計画設定後に、計画を上回る洪水が発生している。揖斐川は、流量・雨量 ともに計画を上回る洪水は発生していない。

■木曽川、長良川の計画規模は、現計画規模を見直し、木曽川の犬山地点で1／200、長良川の忠節地点で1／100とする。揖斐川の計画規模は、現計画と同様万石で1／100とする。

木曽川 長良川 揖斐川

※木曽川、長良川、揖斐川の想定氾濫区域内人口及び資産は、直轄管理区間を対象とし、平成17年度検討結果による。（小委員会提示資料から補足して追加）

※想定氾濫区域内人口及び資産は、河川現況調査（調査基準年 平成7年度末）による。



木曽川水系
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湿潤状態での流量
(S42.7洪水時流域状態に、

S58.9洪水の降雨)

歴史的
洪水流量

流量データ
による確率
(S13～H17)

日雨量データ
による検討(2日)

時間雨量データ
による検討(18時間)

モデル
降雨波形

基本高水のピーク流量の検討（木曽川）

流量データによる確率での検討

基本高水のピーク流量の設定

湿潤状態での推定流量

・昭和13年～平成17年の流量データを確率処
理すると犬山地点における1/200確率規模の
流量は15,550m3/s～21,646m3/s

・基準地点犬山＝18,127m3/s～20,715m3/s推定流量

・痕跡水位（鵜沼町百年史）＝T.P44.6m（鵜
沼南町地区：57.6k）

・最も古い測量成果を用いて、一次元不等流
計算により河道内のH～Q曲線を作成し、
痕跡水位の流量を推定

流量の
推定方法

・明治17年7月（1884年7月）洪水対象洪水

■木曽川については、時間雨量データによる検討、流量データによる確率からの検討、歴史的洪水の検討、湿潤状態における推定流量、２日雨量による検討、モデル降雨波形によ
る検討等を総合的に判断し、基準地点犬山において1/200の基本高水のピーク流量を18,500m3/s とする。

・ 過去の主要洪水において流域全体が最も湿
潤と考えられる昭和42年7月洪水の流域の状
態で、実績最大流量の発生した洪水である昭
和58年9月降雨が発生した場合、17,330m3/s

歴史的洪水

での検討

・歴史的洪水である明治17年7月（1884年7月）洪水を対象に、痕跡水位（鵜沼南町
地区：57.6k ）に合致する流量は、18,127m3/s～20,715m3/sと推定

200

年最大流量
毎年値68年

（S13～H17）犬山

モデル降雨波形による検討

・基準地点犬山上流域を対象に、1時間～48時間まで
全ての降雨継続時間において1/200となるように降
雨波形を作成し、流出計算を実施

・犬山地点におけるモデル降雨波形による流出量は、
1/200確率で11,485m3/s～23,461m3/s

2日雨量データによる検討

・上記降雨量について貯留関数法により流量を算定した結果、犬山地
点における最大流量は、1/200で24,680m3/s（昭和43年8月洪水型）。

15,550m3/s 21,646m3/s

時間雨量データによる検討

①降雨継続時間は、洪水到達時間や洪水のピーク流量と短時間雨
量との相関関係等より18時間と設定

③主要な洪水の降雨量を1/200で199mm/18hrまで引伸ばし、貯留関
数法により流量を算定。ピーク流量の最大値は1/200で18,368m3/sで
昭和47年7月洪水型である

②昭和31年～平成17年（50年間）の年最大18時間雨量を確率処理
し、基準地点犬山において1/200の降雨量を199mmと設定。

・ 降雨継続時間を既定計画と同じ2日とし、大正12年～平成17年まで
の83年間の年最大2日雨量を確率処理した結果、1/200の降雨量を
295mmと設定

1/200確率規模

各種手法を用いて総合的に検討。犬山1/200：18,500m3/s

引伸し率
ピーク
流量

1 S360627 1.355 15,089
2 S390925 1.537 14,291
3 S420710 1.480 15,389
4 S430818 1.382 15,480
5 S450615 1.316 14,869
6 S460906 1.376 12,766
7 S470713 1.544 18,368
8 S510909 1.127 10,555
9 S580928 1.132 18,171
10 S630925 1.406 14,599
11 H110915 1.404 12,429
12 H120912 1.136 12,815
13 H161020 1.356 16,598

洪水
No. 洪水名

1/200確率

引伸し率
ピーク
流量

1 S330726 1.475 9,412
2 S360627 1.240 13,996
3 S390925 1.926 23,454
4 S420709 1.713 21,489
5 S430817 1.895 24,680
6 S450615 1.029 11,347
7 S460906 1.295 11,932
8 S470713 1.202 14,430
9 S510909 1.297 14,104
10 S580928 1.155 19,454
11 S630925 1.650 20,374
12 H010903 1.567 12,342
13 H110920 1.545 10,205
14 H120911 1.318 17,038
15 H161020 1.629 23,967

洪水
No. 洪水名

1/200確率



木曽川水系基本高水のピーク流量の検討（長良川）

流量データによる確率での検討

基本高水のピーク流量の決定

湿潤状態での推定流量

近年の洪水も加えた流量データを確率処理す
ると忠節地点における/100確率規模の流量は
8,450m3/s～10,038m3/s

・基準地点忠節＝8,520m3/s～9,885m3/s推定流量

・痕跡水位（河村半助書状）＝T.P58.75m（美濃
川端地区：70.8k）

・河道内は、最も古い測量成果を用いて、一次元
不等流計算・氾濫区域は美濃市都市計画図を
用いて等流計算によりH～Q曲線を作成し、痕
跡水位の流量を推定

流量の推定
方法

・寛政10年4月（1798年5月）洪水対象洪水

現在の川端地区

・過去の主要洪水において
流域全体が最も湿潤状態と
考えられる平成14年7月洪

水の流域の状態で実績最
大流量の発生した洪水であ
る昭和35年8月降雨が発生
した場合、10,907m3/s

歴史的洪水での検討

・歴史的洪水である寛政10年4月（1798年5月）洪水を対象
に、痕跡水位（T.P58.75m 美濃川端地区：70.8k）からの
流量は、8,520m3/s～9,885m3/sと推定

10010,038m3/s

8,450m3/s

年最大流量
毎年値59年

（S22～H17）忠節

モデル降雨波形による検討

・基準地点忠節上流域を対象に、
1時間～48時間までの全ての降
雨継続時間において1/100とな

るように降雨波形を作成し、流出
計算を実施

・忠節地点におけるモデル降雨波
形による流出量は、6,199m3/s
～13,724m3/s

2日雨量データによる検討

・降雨継続時間を木曽川・揖斐川の既定計画と同じ2日とし、昭和31年～平成17
年までの50年間の年最大2日雨量を確率処理した結果、1/100の降雨量を
415mmと設定

・上記降雨量について貯留関数法により流量を算定した結果、忠節地点における
最大流量は、21,520m3/s（平成2年9月洪水型）

■長良川については、時間雨量データによる検討、流量データによる確率からの検討、歴史的洪水の検討、湿潤状態における検討、2日雨量データによる検討、モデル降雨波形に
よる検討等を総合的に判断し、基本高水のピーク流量を8,900m3/s とする。

時間雨量データによる検討

①降雨継続時間は洪水到達時間や洪水のピーク流量と短時間雨量との
相関関係等より12時間と設定

②昭和31年～平成17年（50年間）の年最大12時間雨量を確率処理し、基
準地点忠節において1/100の降雨量を243mmと設定

③主要な洪水の降雨量を1/100で243mm/12hまで引伸し、貯留関数法に
より流量を算定。ピーク流量の最大値は1/100で14,217m3/s（昭和34年
9月洪水型）

1/100確率雨量

243mm/12hr
ピーク流量

1 S33.8.26 1.490 7,352
2 S34.9.27 1.797 14,217
3 S35.8.13 1.201 13,362
4 S36.6.27 1.466 10,996
5 S36.9.15 1.359 5,462
6 S44.6.26 1.511 6,408
7 S49.8.26 1.313 6,920
8 S51.9.9 1.096 7,308
9 S51.9.12 1.579 10,131
10 H2.9.20 1.576 10,105
11 H10.10.18 3.096 11,207
12 H11.9.15 1.642 6,634
13 H12.9.12 1.506 8,837
14 H14.7.10 1.510 6,989
15 H16.10.21 1.158 7,757

洪水
No. 洪水名 引伸し率

1/100確率

ピーク流量

1 S34.8.12 1.464 5,723
2 S34.9.27 1.700 15,076
3 S35.8.13 1.152 12,773
4 S36.6.27 1.379 10,311
5 S45.6.15 1.554 6,093
6 S47.7.13 1.437 7,953
7 S51.9.9 1.122 7,782
8 S51.9.12 1.000 6,645
9 H1.9.6 1.545 6,234
10 H2.9.20 2.146 21,520
11 H10.10.18 1.887 12,252
12 H11.9.15 1.370 9,443
13 H11.9.21 1.391 7,176
14 H14.7.10 2.205 13,692
15 H16.10.21 1.565 17,071

洪水
No. 洪水名 引伸し率
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各種手法を用いて総合的に検討。忠節1/100：8,900m3/s



木曽川水系
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基本高水のピーク流量の検討（揖斐川）

歴史的洪水での検証

基本高水の妥当性について

流量データによる確率での検証

・万石地点における1/100確率規模の流量は
6,120m3/s～6,606m3/sと推定される。

（S16～H17までのデータ）

基本高水ピーク流量
6,300m3/s

100

150
200

6
,1

2
0
m

3
/
s

6
,6

0
6
m

3
/
s

大垣市中心部

13
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1

洪水
No.

1/100確率雨量
292mm/12hr

6,5371.461H.16.10.20
5,6811.002H.14.7.10
6,4191.566H.6.9.29
6,1821.522S.51.9.10
6,6751.376S.50.8.23
6,9631.541S.47.9.16
7,6822.086S.40.9.14
4,7311.731S.36.9.16
6,0611.385S.35.8.30
7,8031.729S.35.8.13
7,6581.341S.34.9.26
5,7081.215S.34.8.12
6,1421.383S.33.8.25

ピーク流量
倍率洪水

①降雨継続時間は、洪水到達時間や洪水のピーク流量と
短時間雨量との相関関係等より12時間と設定。

③主要な洪水の降雨量を292mm/12hまで引伸ばし、貯
留関数法により流量を算定。ピーク流量の最大値は1/100
で7,803m3/sでともに昭和35年8月型である。

②昭和31年～平成17年（50年間）の年最大12時間雨量
を確率処理し、基準地点万石において1/100の降雨量を
292mmと設定。

【参考】時間雨量データによる検討

【参考】

■揖斐川の基本高水のピーク流量は基準地点万石において計画を上回る洪水は発生していないことから、既定計画の基本高水のピーク流量を流量データによる確率での検証、歴
史的洪水での検証を総合的に検証し、既定計画と同様に基本高水ピーク流量を6,300m3/s とする。

・流量データによる確率からの検証、歴史洪水からの検証等から総合的に判断し、工事実施
基本計画と同様の万石地点における基本高水のピーク流量を6,300m3/sとする。

工事実施基本計画の概要

・降雨波形が類似している昭和34年8月洪水の流出量を引伸
ばし、 氾濫計算を実施し、痕跡水位の再現がよい本川流
量を求める

流量の
推定
方法

・501ｍｍ（流域平均２日雨量）雨量

・西濃地方で激しい豪雨に見舞われ、特に揖斐川で増水
・堤防決壊1,035ヶ所、全壊家屋9,115戸、床上浸水11,040
戸、死者158名

被害
状況

・明治29年9月（1896年9月）洪水
対象
洪水

洪水位標
大垣城
TP.8.83

・歴史的洪水である明治29年（1896年）9月洪水を対象に、
氾濫痕跡水位の再現から、流量は、 7,500m3/sと推定。

計画規模：1/100（基準地点：万石）
計画降雨量：395mm/2日

統計期間 明治26年～昭和40年
基準地点 今尾

基本高水のピーク流量：6,300m3/s

5,8911.138S40.95

5,2501.202S35.84

6,2781.282S34.93

4,0111.000S34.82

4,6911.315S28.91

1/100確率雨量

395mm/2日

ピーク流量

引伸し率洪水名
洪水

No



木曽川水系

-

金華橋

忠節橋

大縄場大橋

鏡島大橋
河渡橋

穂積大橋

JR長良川橋

長良川大橋

羽島大橋

名神長良川橋

大藪大橋
新幹線長良川橋

南濃大橋
東海大橋

-第二名神揖斐川橋

R23揖斐長良大橋
東名阪揖斐長良川橋梁

河口堰

長良川大橋
R1伊勢大橋

近鉄揖斐長良川橋

JR揖斐長良川橋

長良橋

主要地点　墨俣

主要地点　成戸 基準地点　忠節

伊自良川

揖斐川

忠節用水鏡岩取水ひ門

大島水門
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計画高水位

平均河床高

最深河床高

計画高水流量流下時の計算水位

高潮堤 背割堤（揖斐川） 背割堤（木曽川）

高水敷（ブランケット）の整備

アユの産卵床

鵜飼い、御漁場

旅館街であり、景観に配慮

局所洗掘

新太田橋

太田橋

中濃大橋名鉄犬山橋

犬山頭首工

東海北陸自動車道
新木曽川橋

第二名神木曽川橋
木曽川大橋

新幹線木曽川橋

JR木曽川橋梁

JR木曽川橋

東名阪木曽川橋梁

木曽川大堰

名神木曽川橋

主要地点 成戸

主要地点 今渡基準地点 犬山
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計画高水位

平均河床高

最深河床高

計画高水流下時計算水位

高潮堤

三派川区間

岩河床区間（犬山頭首工上流）

局所洗掘

シジミ漁

ケレップ水制群

背割堤(長良川)

アユの産卵

景勝地の日本ライン

一色派川区間

計画高水流量の設定（木曽川、長良川）

・沿川に人口・資産が集積しており、引堤及びH .W.Lを上げることは現実的でない。

・60k付近上流区間では、流下能力が 小さく、また名所の日本ラインがあり、自然公園法、文化
財保護法の範囲でもあるため、景観の保全が必要。

・このため、河道掘削による流下能力の向上は困難なため河道内樹木群を伐開し、流下能力の向
上を図る。

・確保できる流下能力は、犬山地点上流で概ね12,500m 3/s、犬山地点下流で概ね13,500m3/sであ
るため、計画高水流量と設定。

・残り5,000m 3/sは、既設ダムと建設中の新丸山ダムに加え、既存施設の有効活用により確保が
可能。

・下流部では必要な高水敷高、高水敷幅がない箇所については、河岸浸食、河床洗掘から堤防防護す
るために、高水敷を整備する。

・洪水調節施設等・河道における対応

木曽川の計画高水流量と洪水処理計画

・沿川に人口・資産が集積しており、引堤及びH .W.Lを上げることは現実的でない。

・流下能力が小さく42k付近上流区間ではアユ の産卵場があり、53.0k長良橋付近では鵜飼
いが行われていることから、河道内樹木群の伐開、平水位より上の河道掘削を行い、確保
できる流下能力は、忠節地点で概ね8,300m3/sとなるため、計画高水流量と設定。

・残りの600m 3/sは、既設ダム、建設中のダムと遊水機能を活かした洪水調節により確保が
可能

・7.0k付近より上流区間で は、河道掘削により流下能力を確保する。

・河道における対応

長良川の計画高水流量と洪水処理計画

■長良川では、中流区間にアユの産卵場があること、長良橋付近で鵜飼いが行
われていること等を考慮。河道内樹木群の伐開、平水位より上の河道掘削によ
り忠節地点で概ね8,300m3/sを確保。既設ダム、建設中のダム及び遊水機能を活
かした洪水調節施設により600m3/sを調節し、計画高水流量を8,300m3/s と設定。

木曽川
62.6k

樹木間引き

・流下能力（水位縦断図）

阿多岐ダム

内ヶ谷ダム
（建設中）

長良川

吉
田
川

亀
尾
島
川

板
取
川

武
儀
川

津
保川

忠節
遊水機能を活かした洪水調節

平水位相当高以上の掘削

本
堤

大規模な掘削は
現実的ではない。

・流下能力（水位縦断図）

■木曽川では、犬山上流区間で流下能力が小さく、名所の日本ラインがあるため、
河道掘削による流下能力の向上は困難である。河道内樹木群伐開により、犬山地点
上流で概ね12,500m3/sを確保。既設ダム、新丸山ダムに加え既設ダムの有効活用に
より5,000m3/sを調整し、犬山地点上流で12,500m3/s、犬山地点下流で13,500m3/s 
と設定。

・洪水調節施設等

• 犬山地点下流（1/200）＝
13,500m3/s

計画
高水
流量

• 岩屋ダム、阿木川ダム、味噌川
ダム、新丸山ダム（建設中）及
び既設ダムの有効活用により、
犬山地点において5,000m3/sの
調節

洪水
調節
施設

高水敷の造成木曽川
31.8k

• 忠節地点＝8,300m3/s
計画
高水
流量

• 既設ダム、建設中のダム
と遊水機能を活かした洪
水調節により忠節地点に
おいて600m3/sの調節

洪水
調節
施設

日本ライン

※平均河床高は、

低水路内平均河床高

※平均河床高は、低水路内平均河床高

木曽川

飛
騨
川

阿木川ダム

味噌川ダム

岩屋ダム

新丸山ダム
（建設中）

犬山

大井ダム

三浦ダム

高根第一ダム

日本ラインの景勝



木曽川水系

難波野床固

第5床固

第7床固

第6床固

岡島橋

第2床固

第3床固

岡島頭首工

第1床固

第8床固 第4床固

東名阪揖斐・長良川橋

JR揖斐川橋梁

近鉄揖斐川橋梁

伊勢大橋

名四国道揖斐・長良大橋

第二名神揖斐川橋

新幹線揖斐川橋

名神揖斐川橋

新揖斐川橋

JR揖斐川橋

樽見鉄道揖斐川橋

主要地点 今尾

主要地点 岡島

主要地点 吉之丸

基準地点 万石

長良川
多度・肱江川

牧田川

根尾川

粕川

脛永用水取水ひ管

脛永用水取水ひ門

中須川用水ひ管

福江油島排水機ひ管

中江帆引取水ひ管

中江帆引排水機ひ管

七取排水機ひ管

山崎用水機ひ管

野代排水機ひ管
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計画高水位

平均河床高

最深河床高

計画高水流量流下時計算水位

アユの産卵床、生息場（瀬）

高潮堤
背割堤（長良川）

シジミ漁

千本松原と治水神社

計画高水流量の設定（揖斐川、流量配分図）

（単位：m3/s）

･木曽川の計画高水流量は、既設ダムと建設中の新丸山ダムに加え、既存施設の有効活用に
より、犬山地点下流の基本高水ピーク流量18,500m3/sから5,000m3/sを調節して13,500m3/s
とする。

・長良川の計画高水流量は既設ダム、建設中のダムと遊水機能を活かした洪水調節により、
基準地点忠節で8,900m3/sを8,300m3/sとする。

・揖斐川の計画高水流量は、横山ダム（再開発）と徳山ダム（試験湛水中）により、基本高
水ピーク流量6,300m3/sから2,400m3/sを調節し、3,900m3/sとする。

河川整備基本方針（案）における流量配分

長良川・揖斐川流量配分

・ 沿川に人口・ 資産が集積しており、引堤やH.W.Lを上げることは現実的でない。
・ このため、流下能力の阻害となっている河道内樹木群を伐開し、平水位相当高以上の河道
掘削により流下能力の向上を図るが、確保できる流下能力は、万石地点で概ね3,900m3/sで
ある。

・ 計画高水流量は、横山ダム（再開発）と徳山ダム（試験湛水中）により、基本高水ピーク
流量6,300m3/sから2,400m3/sを調節し、3,900m3/sとする。

・ 25～28k付近については、必要最小限の高水敷幅を残した河床掘削により、流下能力を確保
する。

・ 必要な高水敷高、高水敷幅がない箇所については、河岸浸食、河床洗掘から堤防防護する
ために、高水敷を整備する。

・洪水調節施設等

・河道における対応

揖斐川の計画高水流量と洪水処理計画

■揖斐川では、河道内樹木群を伐開し、平水位以上の河道掘削により、万石地点
で概ね3,900m3/sを確保。横山ダム（再開発）と徳山ダム（試験湛水中）により
万石地点で2,400m3/sの調節が可能となり、計画高水流量を3,900m3/sと設定。

木曽川流量配分

・流下能力（水位縦断図）

   0    0

   5    5

  10   10

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

揖斐川   26.200 k

▽ HWL   7.83
必要高水敷
幅の確保

必要高水敷
幅の確保

5,000木曽川 13,50018,500犬山

2,4003,9006,300万石揖斐川

6008,3008,900忠節長良川

配分流量ピーク流量
洪水調節量

河道への基本高水
基準地点河川名

※：犬山上流は
計画規模を1/100とする

• 万石地点（1/100）＝3,900m3/s計画高水流量

• 横山ダム、徳山ダム（試験湛水中）により、
万石地点において2,400m3/sの調節洪水調節施設

※平均河床高は、

低水路内平均河床高

河
口

13,500 12,500

成
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犬
山

北派川

南派川

伊
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木　曽　川

今
渡

13,500
※

河
口

12,50013,500



木曽川水系

砂（砂礫混じり）

川表川裏

砂礫

粘土

砂（砂礫混じり）

川表川裏

砂礫

粘土

■堤防の新築・拡築、護岸等の整備により、安全に流 下させる堤防の整備を行うとともに、
浸透や洗掘に対して、高い安全性を持った堤防の強化を実施。

■下流域では、沿川に資産・人口が集積していること に加え、ゼロメートル地帯が広範囲に
広がり、洪水及び高潮により破堤した場合には、被害が甚大となる。

■洪水、高潮対策に加え、流域の一部が「東海地震に関する地震防災対策強化地域」及び「東南
海・南海地震防災対策推進地域」に指定されており、地震による津波への対応等の地震防災を
図るため、堤防の耐震対策や構造物の機能維持等が必要。

堤防の強化（堤防の質的整備）

・堤防の高さが足らない箇所や幅が足らないなど堤防断面が不足してい る箇所におい
ては、堤防の嵩上げや腹付け、護岸等の整備により、洪水を安全に流下させる堤防
の整備を行う。

堤防からの漏水
（牧田川右岸9.0k）

堤防の整備状況

治水の課題と対策①

・計画高水位までの洪水流量 による浸透や洗堀
作用に対して、ドレーン工法等堤防の強化対
策を行う。

脆弱な堤防が連続

堤防の整備（堤防断面不足対策、護岸等の整備）

堤防断面不足対策（堤防の整備）

堤防強化対策のイメージ図

強化前の湿潤面

強化後の湿潤面

ドレーン工法

ドレーン工法

堤脚水路

強化前の湿潤面

強化後の湿潤面

ドレーン工法

ドレーン工法

堤脚水路

強化後の
湿潤面

難透水性材料
吸出し防止材

高潮堤防区間

堤防の強化（高潮堤防の整備）

・堤防については概成してい るが、暫定堤防については、
堤防断面不足対策を図る必要がある。

・砂質分の多い河床材料を用 いて築堤されてきたことから
漏水に対して脆弱な区間については、堤防の強化対策が
必要である。

堤防の整備状況

堤防の耐震化 ●濃尾地震による長良川鉄橋（東海道本線）
と堤防の被害状況

出典：「1891年の日本の大地震」（岐阜県歴史資料館蔵）

木曽川左岸41.2k（一宮市北方）

高さ不足

幅不足

波返工緊急嵩上げ

伊勢湾台風時の堤防

消波工

波返工

伊勢湾台風復旧堤防（昭和37年完成時）

伊勢湾台風復旧堤防（現況） 伊勢湾台風時
実績高潮位 3.89m

計画潮位 4.52m
計画堤防

現況堤防

計画堤防高 7.50m

想定津波高 3.47m

波返工未施工箇所

木曽川左岸0.0k

・濃尾平野の表層は緩い砂層で覆われてお
り、東海・東南海地震では地震動が長い
ため、基礎地盤の液状化により、堤防の
変形・沈下が想定される。

・堤防の変形・沈下に伴い、津波により浸水
が発生し、広範囲かつ長時間の被害が想
定されるため、漏水対策とあわせて行って
きたブランケット工法等により順次耐震化
対策を進めてきた。

・高潮堤防の暫定堤防区間については、波返 工や消波工の整備を行う。
・計画堤防高(T.P.7.50m)は、東海・東南海クラスの地 震発生後の想定津波高(T.P.3.47m)より

も高く、高潮堤防を整備することによって津波に対しても安全となる。

高潮堤防区間

高潮堤防区間

・高潮堤防 の暫定堤防区間について
は、波返工や消波工の整備を行う。



木曽川水系治水の課題と対策②

10k

s5k

10k

0k

5k

15k

20k

25k

30k

35k

45k

40k

50k 55k

60k

65k 70k

15k

5k

5k

10k

0k

5k

15k
15k

20k
20k

25k
25k

30k
30k

35k
35k

40k
40k

45k
45k

50k
50k

55k

55k

60k

5k

10k

0k

5k

：二線堤

A

A’

■計画規模を上回る洪水等で氾濫した場合においても、被害をできるだけ軽減できるよう、二線堤、輪中堤の活用等による被害軽減対策が必要。
■内水被害の著しい地域においては、関係機関と連携・調整を図りつつ、必要に応じて内水被害軽減対策を実施。

木曽川水系

二線堤・輪中堤による氾濫被害の軽減

・計画規模を上回る 洪水や整備途上段階での施設能力以上の洪水が発生した場合の被
害軽減対策として、二線堤、輪中堤の活用を検討。

昭和51年9月洪水の状況

輪中堤が機能

木曽川三派川地区

揖
斐
川

長
良
川

福束輪中

安八町

牧輪中

揖
斐
川

長
良
川

福束輪中

安八町

牧輪中

〔二線堤〕
〈現状〉

・木曽川左岸では、古 くから連続堤（御囲堤）が二線堤の役
割をしており、河川区域として河川管理者が維持・管理。

〈方針〉
◇適切に維持・管理を行いつつ、 計画規模を上回る洪水等に

よる被害軽減対策として二線堤を活用

一宮市各務原市

二線堤
（御囲堤）

・昭和51年9月洪水において、長良川

中流部の左岸が破堤。
・輪中堤において氾濫が堰止められ
洪水流の拡散が防止され、被害軽減
に寄与。

輪中堤の状況

〔輪中堤〕
〈現状〉
・地方公共団体等が管理を実施。
・氾濫水の拡大を軽減する効果有り。

〈方針〉
◇施設管理者と連携して輪中堤を評価し、
効果が期待できるよう保全

二線堤の位置図

長良川

木曽川

揖斐川

H.W.L

二
線
堤

左
岸
堤

南派川

Ａ－Ａ´横断図
（木曽川南派川左岸8.0k）

内水対策

平成14年7月洪水にお
ける排水状況（福束排
水機場）

排水機場の整備状況
〈凡例〉

揖斐川

排水機場

・長良川に おいては、昭和36年6月洪水等により中流部
において内水被害が発生した。

・実績洪水の再度 災害防止を目的とし、排水機場の整備
など内水被害の軽減対策を実施する。

・木曽川水系では28機場あり、総排水量が約540m3/s

河岸侵食

・水衝部において河 岸浸食や局所洗掘が生じている箇所に
ついては、護岸整備や根固による補強を行うとともに、
必要な高水敷の確保を行う。

揖斐川52.6k付近

水衝部の護岸整備

河岸侵食対策

護岸整備や
根固めによる補強を実施



木曽川水系
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広域防災ネットワーク

名古屋

大垣市 木
曽
川

長
良
川

揖
斐
川

一宮市

愛知県

三重県

岐阜県

治水の課題と対策③

出張所

防災船着場

主要地方道

緊
急

用
河

川
敷

道
路

防災拠点
長良川

木曽川水系

・情報提供手段 を活用し、河川情報の収集、情報伝達体制及び警戒避難体制の充実を
図る。

・ハザードマッ プの作成・活用支援、地域住民も参加した防災訓練等により災害時の
みならず平常時からの防災意識の向上を図る。

・平常時からハザードマップ、
被災水位標示板を活用した
住民の防災意識啓発。

■流域の一部が「東海地震に関する地震防災対策強化地域」及び「東南海・南海地震防災対策推進 地域」に指定されており、災害に強い地域づくりを行う必要がある。
■災害復旧資機材の備蓄、情報の収集伝達、復旧活動の拠点等を目的とする地域防災拠点等の施設及び緊急用河川敷道路等を整備するとともに、大規模地震や洪水による被災の支

援、復旧資機材の輸送路を確保のため、広域防災ネットワークを形成する必要がある。
■防災情報の伝達の充実を図り、関係機関や地域住民等と連携した総合的な被害軽減対策を推進する必要がある。

旧長島町役場

伊勢湾台風ＴＰ＋３．８ﾒｰﾄﾙ

広域防災ネットワークの構築 ソフト対策

地域住民への防災意識の向上

・地震や洪水等が発生した場合にも、迅速な救助や救援物資の輸送を行うため舟運と道
路のネットワークを構築。
・緊急河川敷道路や防災船着場の整備を行うとともに、堤防と緊急用河川敷道路と高規格
道路等を結ぶネットワークを検討。

緊急用河川敷道路と防災船着場や防災拠点
（防災ステーション）のネットワーク化

木曽川高畑地区河川防災ステーション 揖斐川難波野地区河川防災ステーション

防災ステーション等
防災ステーション等

（未整備箇所）
防災船着場
防災船着場
緊急河川敷道路
緊急河川敷道路

（未整備区間）

凡 例

危機管理対策

木曽川高畑地区

河川防災ステーション

揖斐川難波野地区

河川防災ステーション

木曽川水系の特徴としては、今後起きうる大規模地震の対策強化・対策推進区域に指定されており、また、我が国最大のゼロメートル地帯を有し、広域地盤沈下と相まって、洪水・高潮及び
地震による津波の災害ポテンシャルが高い。

大規模災害を想定した危機管理

○平成18年1月「ゼロメートル地帯の高潮対策検討委員会」の提言

大規模な広域災害に対して被害軽減を図るため、関係機関が連携・共同して取り組
む実践的なオペレーション（作戦行動）計画の策定

東海ネーデルランド高潮・洪水地域協議会（作業部会）を設置 （平成18年11月）

国の地方支分部局、地方自治体（愛知県・三重県、岐阜県、
名古屋市、関係市町村）の行政、道路・鉄道等の施設管理
者、上水道・電力等のライフライン施設管理者等の関係機
関の実務担当者で構成。（４２機関 ）

被害想定

情報伝達・水防活動

避難・救助活動

「危機管理行動計画」

・避難・救助計画編

・応急復旧計画編


